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田丁住宅団地造成事業に伴う中之条

調査 は、平成6年 度 に実施 され ました。

調査の結果、遺構は竪穴住居趾2棟(奈 良・

平安時代)、 掘立 柱 建物 趾1棟(中 世?)等 が発掘 さ

れ ま した。 また遺 物 と して は、縄 文 土器 、 土 師器 、

須恵器等が出土 しました。

これ らの調査結果か ら、他の中之条遺跡群の発掘調

査結果 を総合的に考察す ることで、 この地域の当時の

生活 を知 る貴重な資料 を得ることができました。

発掘の途上、近隣の方 々には、大変な ご協力をいた

だ きまして、心か らお礼 申 し上 げます。

本調査 にあた り森嶋稔先生 には、終始温か いご指導

をいただき感謝 と敬意の他あ りません。

さらに長野県教育委員会は じめ快 く作業 に'協力 して

くださった皆様方に、感謝 を申 し上 げ序にか える次第

であ ります。

遺跡群上町遺跡llの 埋蔵文化財発掘.

液 城 町 育 委 員 会

教育長 西 沢 民 雄



1本 書は長野県埴科郡坂城町住

宅団地造成に伴 う上町遺跡IIの

発掘調査報告書で ある。

2発 掘調査 は、坂城町土地周発

1遺 構名 は時 代 別 で な く、 通 し

番 号 で あ る。 遺 構 の略 称 は以下

の通 りで あ る。

H→ 竪穴 住 居 ナ止

公社 か ら委 託 を う けた坂 城 町教 宥 委 員会 が 実施 した 。

3調 査 期周 平 成6年11.月16日 ～12月22日

整理 期周 平 成8年2.月1.日 ～3.月7日

4本 報 告 書 の軌 筆 ・編 集 は・卜平 が 行 った。

5本 遺 跡 の調 査 にお け る出 土遺 物 、 実 測 図等 は坂 城

町 激 育 委 員会 が 保 管 して いる。

6本 報 告書 作 成 にあ た って下 記 の方 々、 機 関 か ら ご

助 言 ・ご指 導 を賜 った。 言Zして厚 く御 礼 申 し上 げる

次第 で あ る。(50音 順 ・敬称 略)

尾 見 智 走 川 上 元 ・ト平 和 夫 翠 川 泰3ム 百 瀬 新 ラ合

山周 邦 章 和 根 崎 剛

㈲ 更埴 広 域 シ ルバ ー人 材 セ ンター

長 野 県教 育委 員会 文化 課

F→ 掘立 杜 建 物辻D→ 土 坑 ナ止

P→ ピ ッ トS→ 石

2挿 図 の縮 尺 は 以下 の通 りで あ る。一

-住 居 ナ止 ・掘 立 柱 建 物辻 ・土 坑fly→1:80

住居・ナ止カ マ ド→1:40土 器 →1:21:4

:石器→1:1

3挿 図 のス ク リー ン トー ン は以 下 を示 す。

遺 構 遺 構構.築土

遺物 縄文土器断面

土師器黒色処理 ・須夏器断面

焼土

4土 層 の色 調 は 『新 版 標 準 土 色帖 』 の標 記 に基 づ

いて示 した。

5遺 跡 面 積 の計 測 に は、 プ ラニ ック ス セ ブ ン を用 い、

3回 の計 測 の 平均 値 を面 積'と して 示 した。

第
-
図

長
野
県
位
置
図

.



序

例言 ・凡例

目次

第1章 発掘調査の経緯

第1節 調査 に至 る経緯1

第2節 調査の方法2

第 闘章 遺跡 をとりま く環境

第1節 地理的環境4

第2節 歴史的環境5

第lll章 上 町 遺 跡

第1節 調査 概要8

1遺 跡の立地 と概要8

2基 本層序9

3調 査 日誌g

第2節 遺構 と遺 物10

1竪 穴住居杜10

1)H1号 住居趾10

2)H2号 住居趾10

2掘 立柱建物祉12

1)F1号 掘立柱建物趾:12

3土 坑 趾13

1)D1一 号土坑趾13

2)D2号 土坑趾13

3)D3号 土 坑 量14

4)D4号 土 坑 趾14

5)D5号 土 坑 趾14

6)D6号 土 坑 祉14

7)D7号 土 坑 趾14

8)D8号 土 坑 趾14

9)D9一 号土 坑 趾15

4遺 構 外 出 土 遺 物15

第3節 写 真 図 版18

第IV章 成果 と課題

第1節 縄文時代21

第2節 古 代21

調査体制



第1節 調査に至る経緯
なが の けんはにしなぐんさか き まち なか のじようむら みなみじようむら

長野県埴科郡坂城町は、昭和30年 埴科郡坂城町 ・中之条 村 ・南 条 村が行政合併 して発足 した
さらしなぐんむらかみむら なが の し

その後昭和35年 に更級郡村上村が編入合併 し現在に到 る。地理的には長野市を中心 とした北信地
うえ だ し こうしよくし と ぐらまち も かみやま

方と上田市 を中心 とした東信地方 との接点にあたり、北側 を更 埴市 ・埴科郡戸倉町 ・更級郡上山
だ まち ちいさがたぐんさな だ まち

田町、東側 を小 県郡真田町、西側、南側を上田市 とそれぞれ接 している(第2図)。 面積は53.64

㎞で約1万6,900人 の人口がある。町内の350を 超える事業所の製造品出荷額等は1,400億 円を超

え.、県内町村の トップであ り、国内でも特異な田園工業都市である。

第2図 長野県埴科郡坂城町位置図
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第3図 上 町 遺 跡ll位 置 図(1=10,000)

うわまち

今回、大字中之条字上町において坂城町土地開発公社による住宅団地造成事業が計画 され、周

知の遺跡内であることから、長野県教育委員会文化課 ・坂城町土地開発公社 ・地元研究者森嶋稔

氏 ・坂城町教育委員会の4者 による保護協議iの結果、遺跡範囲を確認するため平成6年11月16日

～22日 試掘調査 を実施 した。

5本 の試掘 トレンチを入れ遺構の有

無を確認したところ・竪穴住居趾'掘1

立柱建物趾等の遺構、縄文土器 ・土師1

器 ・須恵器等の遺物が検 出された。

そこで再度の保護協議の結果、遺構

の確認 され た1,116m2の 範囲について

記録保存を実施す ることとなった。

発掘調査 は、坂城町土地開発公社 よ

り委託 をうけた坂城町教育委員会が主

体 と左 り調杏斎牢施Lた(

上 町 遺 跡il調 査 前(西 より撮影)

引用 ・参考文献 坂城町 『坂城町40周年町勢要覧1995』 平成7年

第z節 調査の方法

遺構の検出にあたっては、重機によって表土 を除去 した後、人力によって遺構確認面の精査及

び遺構の掘 り下げを行 い、簡易遣 り方実測で図化 し、遺構 ・遺物の測量、写真撮影、遺物の取 り

上げを行 った。

遺構 ・遺物の測量には正確な位置が記録でき、調査区北側に隣接する上町遺跡(平成6年 調査)と

2一



整 合 で き るVlll系国 家 座 標 軸 を基 に グ リ ッ ドを組 ん だ(第4図)。 グ リッ ド設 定 に あ た っ て は 調査 対

象 地 区 を東 西200m、 南 北200mの 正 方 形 区 画 した もの を大 グ リ ッ ドと設 定 し、 そ の 中 を40m×40

mの 中 グ リッ ドで25分 割 し、 北 東 隅 よ り北 か ら南 にA・B・C～Y区 とア ル フ ァベ ッ トの 大 文 字

で記 号 化 し た。 さ ら に そ の 中 を4m×4mの グ リ ッ ドで100分 割 し、 東 西 列 を東 よ り五 十 音 順 で

あ ・い ・う ～ こ、 南 北 列 を北 よ り算 用 数 字 で1・2・3～10と し、 各 グ リ ッ ドの 北 東 交 点 を小 グ

リ ッ ドと し、 遺 構検 出位 置 ・遺 構 外 出土 遺 物 の 取 り上 げ は す べ て こ れ に 拠 っ た 。

引用・参考文献 佐久市教育委員会 ・佐久埋蔵文化財センター 『金井城跡』平成2年

第4図 上 町 遺 跡ii調 査 区設 定 図(1:2,500)
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第1節 地理的環境
ち くまがわ

更埴地方最南部に位置する坂城町は、町の中央を北流する千曲川によって、坂城広谷 と呼ばれ

る貫通谷を形成 している(第5図)。

千曲川左岸は、雷蒲羨留 ・描羨衛等に形成された小複合扇状地と千曲川の断層崖でなり、断層

崖は急崖で泥岩 ・紛岩の崩落があ り、現在 も交通の障害 となっている。
よこぶき いわばな

逆に右岸は、北側の横吹 ・南側の岩鼻の断崖、西側の千曲川河床 によって制約され、他の地域
ひ な ざわがわ いりた がわ み どうがわ や がわ 　

との交通の障害 となるが、 日名沢川、入田川 ・御堂川 ・谷川等によって形成 された複合扇状地は、

更埴地方南部で最 も開かれた洪積台地 をな している。扇状地の扇端部は段丘崖 とな り、千曲川沿

いの沖積地に到 り、微高地上 を太平洋側 と日本海側 を結ぶ国道18号 線 ・JR信 越本線が通 じてい

る。

第5図 坂城町地形概念図
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気候は年間通 じて降水量が少なく晴天の 日が多い内陸 性気候 で、過去10年 間の平均降水量はお

よそ800mm。 日本で最 も雨量の少ない地域の一つである。年間通 じての温度変化は大 きいが、年間

平均気温12.9℃ と大気の乾燥 とともに暮 らしやすい気候である。

今回発掘調査 を実施 した上町遺跡IIは 、千曲川右岸の中之条地区に位置 し、御堂川 ・前沢川に

よって形成された複合扇状地の扇央部にあたる。付近は リンゴやブ ドウ畑が広がっていたが、最

近は宅地化が進んでいる地域である。

引用・参考文献 坂城町誌刊行会『坂城町誌 上巻』昭和54年
滝沢公男「更埴市南部の地理的環境と交通」『更埴の自然と歴史』平成3年

第z節 歴史的環境
ぼ じ

現在の ところ、坂城町において最 も古い資料は保地遺跡で、旧石器時代後期の上 ヶ屋形彫刻器・

小形の尖頭器が数点採取 されている。
かな い

縄文時代一本格的な調査が実施されたのは数例に過 ぎず、採集遺物が多い。金井遺跡群で早期 と
こみやま

思われる特殊磨石が出土している。込山A・B遺 跡で前期、中期の土器や住居趾が確認され、金

井遺跡でも中期の勝坂式土器や出尻土偶が採集されている。晩期 では保地遺跡(昭和42年調査)で 亀

ヶ岡系の土器群が出土 し、込山E遺 跡からは遮光器土偶の頭部が採集 されている。
ひがしうら あお き した

千曲川の沖積地においては東 裏遺跡II・青木下遺跡(平成4・5年 調査)で 中期～晩期 にかけての
つか だ

土器 ・石器が出土 し、塚 田遺跡II(平 成5年 調査)で も前期 ～晩期の土器が出土 していることか ら、

付近に集落趾が存在す る可能性が考えられる。

弥生時代一千曲川沖積地の中州 と思われる塚 田遺跡(平成4年 調査)や 塚田遺跡IIで 後期の集落遺

跡が検出された。塚田遺跡IIで は後期後半の箱清水期の集落が複数期にわたっていることが判明

している。
てらうら

古 代 一 中 之 条 遺 跡群 の 寺 浦 遺 跡(No.2-1平 成6・7年 調 査)・ 寺 浦 遺 跡11(平 成7年 調査)・ 上 町

さ スこつ ら のいア つ スリ

遺跡(No.2-2平 成7年 調査)・北浦遺跡(No.2-3)・ 宮上遺跡ll

(No.2-5平 成5年 調査)で 古墳時代後期～平安時代前期 の集落

が展開していることが判明 した。寺浦遺跡では大型の掘立柱建

物趾が検出され、郷家が存在す る可能性が考えられる。

東裏遺跡IIで は古墳時代中期末に位置づけられる玉造 り工房

趾3棟 検出した。東裏遺跡では中期末に位置づけられ る手捏土

器や滑石製の剣形模造品 ・勾玉等が出土 していることか ら、祭

祀遺構の存在が予想 される。

一5一
寺浦遺跡F14・15号 掘立柱建物趾



古墳では、千曲川右岸の中之条の御堂川、南条の谷
み どうがわ

川の河川沿いに後期 古墳群が集 中 し、御堂川古墳群
や がわ

(Nα11-14)・ 谷 川 古 墳 群(No.16)等 が 形 成 され て い る。 左

岸 で は 出浦 沢 川 ・福 沢 川 の 支 流 に 後期 古 墳 群 が 集 中 し、

みくりやしや

千曲川水系最大級の石室 をもつ御厨 社古墳がある。

9世 紀初頭になると坂城郷では込山廃寺が建立され、

瓦の生産が土井の入窯跡の瓦窯で生産されたことが判

明している。 この窯趾では上田市の信濃国分寺 ・尼寺、

更埴市の正法廃寺の差 し瓦が生産 されている。他に坂
ごつ そ かい と

城 に は須 恵器 の 窯 趾 で は 叱 岨 窯 趾(No.17)、 垣 戸 窯 趾 、

かみなりだいら

雷 平 窯趾等がある。
くご ノ　 しノ ノび

11世紀末には北 日名経塚が築かれ、鋳銅製経筒 ・和 北日名経塚鋳銅製経筒

鏡 ・白磁輪花小皿等が出土 し、国立東京博物館に所管 されている。保元2年(1157)の 銘のある経筒

には定西の名が見え、三重県朝熊山経塚 ・大阪府金剛山経塚の経筒銘にもその名がみえることか

ら、同一人物説が指摘されている。
かい ぜ せいてつ

中世 ・近世一開畝製鉄遺跡(No.19昭和52・53年調査)で 、室町時代後期 と肯定できる製鉄炉2基 検出

された。千曲川の砂鉄 を原料にしていたこと、地元産の褐鉄鉱 を使用 していた可能性が考えられ
かんのんさかじよう

ることが判明 している。城跡では観音坂 城 跡(No.18)が あり、土塁の一部が現存す る。天正12年

(1584)上田城主真田昌幸 との攻防戦のため、上杉景勝の将村上景国が拠 ったと伝 えられるが定か
しやぐうじん

ではない。経塚では社宮神経塚(N・.20)で白銅鏡や永楽通宝、金の小粒多数等が発見されている。

江戸時代になると、坂木 ・中之条村等14ヶ 村が幕府の天領 となり、坂木村に坂木代官所が設置
なか のじようだいかんしよ

さ れ たが 、 後 に 中 之 条 村 の 中 之 条 代 官 所(No.21)に 移 転 した 。 坂 木 は 北 国 街 道 の 宿 駅 と して 発 展

し、 明 治 に至 っ て 坂 城 に 改 正 し、 今 日に 至 る。

引用 ・参考文献 坂城町誌刊行会 『坂城町誌 中巻』昭和56年

更級埴科地方誌刊行会 『更級埴科地方誌 第2巻』昭和53年

宮下健司 「経塚と浄土信仰」『図説北信濃の歴史 上巻』平成7年
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山L岨窯跡

観音坂城跡

開畝製鉄遺跡
社宮神経塚

中之条代官所跡

時 代

弥生 ～平安

縄文 ～平安

縄文 ～平安

飾 生 一w安

弥生 ～平安

縄文 ～平安

縄文 ～平安

縄文 ～弥生

縄文 ～平安

縄文 ～平安

縄文 ～平安

縄文 ～平安

縄文

縄文 ～平安

平安

古墳(後期)

古墳(後期)

古墳(後期)

古墳(後期)

古墳(後期)

古墳(後期)

古墳(後期)

古墳(後期)

平安

中世

中世
中世

近世

種 別

集落祉

集落趾
集落趾

集落赴
集落趾
集落祉

集落趾
集落趾

集落趾

集落趾
集落趾

集落趾
散布地

散布地

散布地
古墳

古墳
古墳

古墳

古墳
古墳

古墳
古墳

窯跡

城館跡
製鉄跡

経塚
屋敷跡

、M「! ' 8.ノ 冒」義"・ 、、L曽1、Ull

第6図 上 町 遺 跡ii周 辺 遺 跡 分 布 図(1:12,500)
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第1節 調査概要

1遺 跡の立地 と概要 ・

中之条遺跡群上町遺跡IIは 標高439m内 外 を測る。御堂川・前沢川によって形成 された複合扇状

地の扇央部にあたる。江戸時代後期に作成された 『中之条村御林絵図』(格致学校歴史民俗資料館所

蔵)を 見ると当遺跡一帯は畑 となっているが、現在宅地化が進んでいる。

平成元年に作成された 『坂城町遺跡分布 図』によると弥生～平安時代の集落遺跡に位置づけら

れ、当遺跡北側で隣接する上町遺跡(平成6年 調査)・上町遺跡iii(平成7年 調査)で 古:墳後期～平安時

代前期の竪=穴住居趾 ・掘立柱建物趾等が検出された。西側は道路 を挟んで寺浦遺跡(平成5～7年

調査)・寺浦遺跡II(平 成6年 調査)・寺浦遺跡III(平成6年 調査)と な り、古:墳時代後期 ～平安時代前

期の竪穴住居趾 ・掘立柱建物趾等が検 出されたことから、遺跡名で分けられてはいるが同一の集

落趾が展開していると考 えられる。本遺跡付近が集落の上限にあたると考えられ、上町の地名 も

これに由来するものかも知れない。

調査区の調査面積及び検出された遺構の概要は以下のとお りである。

調査面積1,116㎡ 。

第7図 』上 町 遺 跡ll周 辺 図(1=2,500)
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遺;構 竪 穴 住 居 趾 一2棟(奈 良 ・平安2)・ 掘 立 柱 建 物 趾 一1棟(中 世?)・ 土 坑 一9基 ・ピ ッ トー36基

遺 物 縄 文 土 器 土 師 器 須 恵 器 石 器

2基 本層序

上町遺跡IIの 基本層序は第8図 に示 したとお りである。

la層 黄 褐 色 土(10YR5/6)盛 土

lb層 黒 褐 色 土(7.5YR3/2)撹 乱層

IC層 褐 色 土(10YR4/6)耕 作 土

ii層 暗 褐 色 土(10YR3/4)

直径5mm～lcm位 の礫 を含 む

iii層 黄 褐 色 土(IOYR5/8)

遺構 検 出面

lV層 褐 色 土(7.5YR4/3)

縄 文包含 層

3調 査 日誌

平成6年11月16日(水)

18日(金)

28日(月)

30日(水)

12月1日(木)

12日(月)

20日(火)

22日(木)

平 成8年2月 ～3月

重機による表土除去。

表土除去終 了。プ レハ

ブ設置。

開始式 を行 う。調査 開

始。H1号 住居趾調査。

H2号 住居趾掘 り下げ

始める。

F1号 掘立柱建物調査、

H2号 住居趾カマ ドを

掘 り下げる。

H2号 住居趾掘 り方調

査。縄文包含層掘 り下

げ遺構確認 されず。土

坑 ・ピット調査。

遺構調査終了。

発掘調査完了。

整理作業。

表土除去作業

第

8
図

基

本

層

序

模

式

図

(
1

:
20
)

住居趾:検出作業
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第z節 遺構と遺物

1竪 穴住居祉 J

l)Hl号 住居 趾(第9図)

検:出位置一Lく8、 く9グ リッド。

南北壁中央部を撹乱によって破壊 されている。長軸2.40m、 短軸2.34mの 隅丸方形 を呈す る。

北壁長は2.2m、 東壁長は2.5m、 南壁長は2.8m、 西壁長は2.46mで 、南北主軸はN-103.一Eを

指す。壁残高は3～15cmを 測 る。床 は平坦だがカマ ド周辺部以外軟弱である。ピットは南北壁 中

央部付近から2基 検出された。カマ ドは東壁の中央部に位置し、煙道部が長 く張 り出す。遺存状

態は悪 く、火床面のみの検出で付近には構築石材が散在 していた。遺物は土師器長胴甕 ・須恵器

圷が、カマ ド付近の床面か ら検出したが、小片で図示できるものはない。時期は須恵器が底部ヘ

ラ切 りであることから奈良時代 に位置づけたい。

i

2

3

4

暗 褐 色 土(10YR3/4)

直径5mm～1cm位 の礫 を含 む

暗 褐 色 土(7.5YR3/4)

煙道 覆土

明 赤 褐 色 焼 土(5YR5/8)

火床 面

暗 褐 色 土(7.5YR3/4)

床面 構築 土

直径5mm～lcm位 の褐 色土

(7.5YR4/6)を 含 む

第9図Hl号 住居趾実測図

2)H2号 住 居 趾(第10図)

検 出位 置 一Lう8、 う9、 え8、 え9グ リ ッ ド。

D7号 土 坑 趾 を切 り構 築 。1・2号 ピ ッ トに一 部 壁 を切 られ る。 長 軸5.36m、 短 軸5.24mの 隅

丸 長 方 形 を呈 す る。北 壁 長 は5.32m、 東 壁 長 は5.12m、 南 壁 長 は5.8m、 西 壁 長 は5.32mで 、南 北

主 軸 はN-97.一Eを 指 す 。壁 残 高 は20～28cmを 測 る。床 は平 坦 で 全 面 貼 床 で堅 固 で あ る。 ピ ッ ト

は8基 検 出 さ れ た 。 こ の うちP2～5が 主 柱 穴 で 深 さ はP1が13～23cm、P2が15～22cm、P3

-10一



第

10
図

H

2
号

住

居

趾

・
カ

マ

ド
実

測

図

i

2

3

4

5

褐 色 土(7.5YR4/4)'直 径5mm～30cm位 の礫 を多量 に含 む

暗 褐 色 土(7.5YR3/4)直 径10cm～30cm位 の礫 を多量 に含む

褐 色 土(7.5YR4/4)直 径微 ～5mm位 の黄褐色 土(10YR5/4)を 含 む 床面 構築 土

暗 褐 色 土(7.5YR3/4)直 径5mm～Icm位 の礫 を少量含 む

褐 色 土(7.5YR4/4)直 径5mm～lcm位 の礫 を含 む

i

2

3

4

5

6

7

8

9

io

ii

褐 色 土(7.5YR4/4)

褐 色 粘 土(10YR4/6)

褐 色 土(7.5YR4/4)

赤 褐 色 焼 土(5YR4/6)

暗 褐 色 土(7.5YR3/4)

赤 褐 色 焼 土(5YR4/8)

暗 褐 色 土(IOYR3/4)

暗 赤 褐 色 土(5YR3/6)

暗 褐 色 土(7.5YR3/4)

褐 色 土(7.5YR4/4)

褐 色 土(7.5YR4/4)

火床面

一11一



第Il図H2号 住居趾出土遺物実測図

が8～13cm、P4が13～17cmを 測 る。P8～11は 垂木の可能性が考えられる。P12は 貯蔵穴 と思わ

れ・廃絶時にカマ ドの袖石、支石、土師器 を破棄 したらしい。カマ ドは東壁中央部よ りやや南側

に位置し、煙道部が張 り出す。遺存状態が悪 く、火床面のみの検出であった。付近には:構築石材

が散在 し、掘 り方で袖石跡 も検出されたことから、粘土と自然石によって構築 されていたと思わ

れる。遺物は土師器 ・黒色土器 ・須恵器が出土したが、床面からの出土はカマ ド周辺部のみで、

覆 ≒中からは、小片で摩耗 をうけた土器がほとんどである。住居廃絶時に自然石 を投棄 している

らしく、中央部付近に集中していた。用途は不明である。図示できた土器は5点 のみで、黒色土

器杯(第11図1～3)は ロクロ調整されているものの摩滅 し、切 り離 しは不明である。須恵器杯(第11

図4・5)も 出土 している。第11図5も 黒色土器 と同様に切 り離 しの技法は不明である。

時期 は出土遺物から奈良時代末～平安時代初頭(8世 紀末～9世 紀初頭)に 位置づけ られる。

2掘 立 柱 建 物 祉

1)Fl号 掘 立柱 建物 趾(第12図)

検出位置一Hこ2、 こ3、Mあ2、 あ3グ リッ ド。

建物主軸はN-200-Wを 指す。長辺3.74m、 短辺90cmで ＼3間 ×1間 の側柱の建物である。各

柱穴は平均37×38cmの 円形 を呈し、深さは51～63cmを 測る。遺物はP5か ら黒耀石製の石鍛(第18

図1)が 出土 したが、流れ込みと考えられる。時期は不明であるが、中世に位置づけたい。

一12一



第

12
図

F
I
号
掘
立
柱
建
物
趾
実
測
図

1暗 褐 色 土(7.5YR3/4)

直径5mm～lcm位 の礫 を含む

3土 坑 吐

1)DI号 土 坑 趾(第13図)

検 出位 置 一Gこ8グ リッ ド。

長 軸1.38m、 短 軸1.06mの 円 形 。 深 さ15cm。

2)D2号 土 坑 趾(第13図)

検 出位 置 一Lく9グ リ ッ ド。

長 軸1m、 短 軸72cmの 楕 円 形 。 深 さ35cm。

一13一
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第
B
図

D
l

・
2
号
土
坑
趾
実
測

m

-
-

3)D3号 土 坑 趾(第14図)

検 出位 置 一Mx1グ リッ ド。

長 軸1.5m、 短 軸60cmの 長 方 形 。 深 さ36cm。

H

4)D4号 土 坑 趾(第14図)

検 出 位 置 一Lき10グ リ ッ ド。

長 軸1.96m、 短 軸1.24mの 楕 円 形 。 深 さ59.5cm。

第

14

図

D

3

・
4

号

土

坑

趾

実

測

図

i

z

3

4

褐 色 土(7.5YR4/4)

褐 色 土(7.5YR4/6)

褐 色 土(7.5YR4/4)

褐 色 土(7.5YR4/4)

直径5mm～lcm位 の礫 を含 む

直径5mm～10cm位 の礫 を含む

直径5mm～lcm位 の礫 を少量含 む

直径5mm～lcm位 の礫 を多量 に含む

暗 褐 色 土(7.5YR3/4)

直径5mm～lcm位 の礫 を多量 に含 む

2暗 褐 色 土(7.5YR3/4)

粘 性、 しま りやや あ り

5)D5号 土 坑 趾(第15図)

検 出位 置 一Mあ3、 い3グ リ ッ ド。

南 側 が 調 査 区 外 に な るた め 、 全 容 は 把 握 で きな

か っ た が 、 長 軸 は1.12mで 楕 円 形 を呈 す る と思

わ れ る。 深 さ34.5cm。

6)D6号 土 坑 趾(第15図)

険出 位 置 一Mう1グ リ ッ ド。

北側 上 層 を30号 ピ ッ トに切 られ る。 長 軸1.20m、

短軸92cmの 楕 円 形 。 深 さ22.5cm。

7)D7号 土 坑 趾(第15図)

検 出位 置 一Lお10グ リッ ド。

長 軸2.68m、 短 軸1.64mの 楕 円 形 。 深 さ70cm。

8)D8号 土 坑 趾(第16図)

検 出位 置 一Lz7、 え8、 お8グ リ ッ ド。

長 軸2.32m、 短 軸1.68mの 不 整 楕 円 形 。深 さ32cm。
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1褐 色 土(7.5YR4/4)1

直径5mm～10cm位 の礫 を含 む2

3

褐 色 土(10YR4/4)

褐 色 土(7.5YR4/4)

褐 色 土(7.5YR4/3)

直径微～5mm位 の炭化物を含む

直径5mm～lcm位 の礫を含む

粘性、 しまりあり

1褐 色 土(7.5YR4/4)

直径5mm～lcm位 の黄褐 色土

(10YR5/6)を 含 む

第15図D5・6・7号 土 坑 趾 実 測 図

9)D9号 土 坑 趾(第16図)

検 出 位 置 一Lい9、 う9グ リ ッ ド。

西 衡 を短 軸84cmの 楕 円 形 。 深 さ48.5cm。

D2・6・9号 土坑趾は住居 ・ピットとの切り合

い関係から奈良時代以前の構築 であるが用途は

不明である。他の土坑も時期は判然としない。

1暗 褐 色 土(10YR3/3)直 径5mm～lcm位 の礫 を含 む

2暗 褐 色 土(7.5YR3/4)直 径5mm～lcm位 の礫 を含 む。 1暗 褐 色 土(10YR3/4)直 径5mm～10cm位 の礫 を含 む

第16図D8・9.号 土 坑 趾 実 測 図

1)縄 文 土 器(第17図)

Lけ10、 こ9、 こ10グ リッ ドに集 中 して 出土 した が 、 遺 構 は検 出 さ れ た ため 、 遺 構 外 出 土 遺 物

と して扱 う。 胎 土 は 黒耀 石 ・白色 鉱 物 を含 む 。1・2は 、 繊 維 を含 む。5に は縄 文 が施 され る。
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第17図 遺構外出土遺物実測図

第i8図 遺構外出土石器実測図

一16一



時期は縄文時代前期に位置づけたい。

2)石 器(第18図)

1はF1号 掘立柱建物趾P5か ら覆土か ら出土、2～4億 グ リッド遺物 として取 り上げた黒耀

石製で、凹基無茎鍛の石鍛である。2～4は 縄文土器出土範囲周辺部か らの出土である。遺構が

展開するのは調査区外にあたる南側ではないか と推測 される。

第19図 上 町 遺 跡ii遺 構 配 置 図(1500)

一17一
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第3節 写真図版

調 査 区全 景(北 東より撮影)

HI号 住 居 趾(西 より撮影) H2号 住 居 趾(西 より撮影)

H2号 住 居 趾 カ マ ド(西 より撮影) H2号 住 居 趾 カ マ ド掘 り方(西 より撮影)

一一18一



H2号 住 居 趾 第ll図1 H2号 住 居 趾 第Il図2

H2号 住 居 趾 第ii図3 H2号 住 居 趾 第ii図5

Fl号 掘立柱建物趾第18図1

FI号 掘 立 柱 建 物 趾(西 より撮影)

遺構外出土遺物

19一



Dl号 土坑 趾(北 より撮影)

D4号 土坑 趾(北 より撮影) D5号 土 坑 趾(北 より撮影)

D8号 土坑 趾(北 より撮影) D9号 土坑 趾(北 より撮影)

遺
構
外
出
土
遺
物

眼
薬

20



第1節 縄文時代

遺構は今回検出されなかったが、かな り限定 した範囲で土器が出土 している。グリッド範囲で

Lけ10、 こ9、 こ10に 集中 し、縄文包含層IV層 もこの範囲でしか見当たらず、調査区外の南側に

堆積 していることか ら自然地形の落ち込みに堆積 した と考えられる。土器 も小片で非常にもろい。

隣i接する上町遺跡で前期のD21号 土坑趾が検 出されていることから、周辺に集落趾が展開するの

か今後の調査の課題である。

第z節 古 代

竪 穴 住 居2棟 の み の検 出 で あ っ たが 、保 存 状 態 は2棟 共 悪 い 。H2号 住 居 趾 覆 土 内 に は拳 大 ～ 人

頭 大 の 自然 礫 が 多量 に 出 土 して い る。 こ れ はH2号 住 居 趾 の み で 見 られ る傾 向 で な く、 上 町 遺 跡

IIIH2号 住 居 趾 、 寺 浦 遺 跡IIH2号 住 居 趾 、 中 之 条 遺 跡群H1号 住 居 趾 等 で も見 られ る。 また貯

蔵 穴 に も カマ ドの 袖 石 や 支 脚 石 を破 棄 して い る。 自然 礫 も半 壊 した石 と完 形 の石 に 区 別 す る こ と

が で き る。 時期 は 古:墳時代 後期 ～奈 良 時代 が 主 体 の よ う で あ る。 住 居 廃 絶 の 過 程 で な ん らか の 信

仰 に も とつ くもの な の か判 然 と しな い が 、今 後 の課 題 と した い 。

引用・参考文献 助川朋広 『中之条遺跡群寺浦遺跡II』平成8年

小平光一 『豊饒堂遺跡・上町遺跡 ・寺浦遺跡・東町遺跡』平成8年

H2号 住 居 趾 礫 出土 状 況(西 より撮影)
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上町遺跡ii発 掘調査体制

【事務局】

教 育 長

社会教育課長

文化財係長

文 化 財 係

西 沢 民 雄

塩 野 入 猛

山 崎 政 弘(平成7年3月31日退任)

小 宮 山久 春(平成7年4月1日着任)

助 川 朋 広

小 平 光 一

青 木 卓(嘱託職員)

瀬 在 孝 子(臨時職員)

【発 掘 調 査 】

調査指導者 森 嶋 稔(日 本考古学協会員・長野県考古学会長・千曲川水系古代文化研究所主幹)

調査担当者 小 平 光 一(坂 城町教育委員会学芸貝)

協 力 者 天田 澄子

青木 清

臼井 かね

島谷 久

中島 金子

三井 重子

柳沢 勲夫

高 木 和 子(以 上、臨時職員)

塩野入早苗

池田てる子

栗林 初恵

諏訪 孝雄

中村 静江

宮入 梅子

山崎 貞子

春原かずい

石井 和美

小林さよ子

田中 勤

中村 容民

矢島岩太郎

山辺ケサエ

山 辺 春 男(以 上、更埴地域シルバー人材センター)
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坂城町埋蔵文化財発掘調査報告書

第1集

第2集

第3集

第4集

第5集

第6集

第7集

『開畝製鉄遺跡一 第1次 調査報告書』

『開畝製鉄遺跡一 第2次 調査報告書』

『東裏遺跡』

『中之条遺跡群 宮上遺跡II』(概 報)

『南条遺跡群 塚 田遺跡』

『南条遺跡群 東裏遺跡II・ 青木下遺跡』

『町内遺跡発掘調査報告書』

『町内遺跡発掘調査報告書』

『南条遺跡群 塚田遺跡II』

『豊饒堂遺跡 ・上町遺跡 ・寺浦遺跡 ・東町遺跡』

『中之条遺跡群 寺浦遺跡II』

『中之条遺跡群 上町遺跡II』
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1993

1994

1994

1995

1995

1996
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1996
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1996年3月29日

坂城 町教 育委 員会

坂城 町教 育委 員会

X389-06長 野県埴 科郡 坂城 町大 字 中之条2468番 地XO268-82-2069

鬼灯 書 籍株 式会 社
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ふ りが な

所収遺跡名

ふ り が な

所 在 地

コ ー ド

市町村 遺跡番号
北 緯: 東経 調査期間

調査面積

mz

調 査 原 因

うわまち い せき

上町遺跡II

所収遺跡名

上 町II

なが の けんはにしなぐん

長野県埴科郡
さか き まちおおあざなか

坂城町大字中
のじよう

之条

1521 36度

26分

30秒

138度

11分

35秒

1994年

11月16日 ～

12月22日

1,116 住宅団地造成

に伴 う事前調

査

種 別

集 落 趾

主 な 時 代

縄文(前期)

奈 良

平 安

主 な 遺 構

竪穴住居趾2棟

(奈良 ・平安)

掘立柱建物趾1棟

(中世?)

土坑9基

主 な 遺 物

縄文土器(前期)

石鍛

土師器

須恵器

特 記 事 項


